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Stratigraphy and fossil assemblages of the Triassic Mine Group and Jurassic Toyora Group in 
western Yamaguchi Prefecture＊

山口県西部に分布する三畳系美祢層群とジュラ系豊浦層群の層序と化石群＊

概　要

山口県には，上部三畳系から白亜系までのさまざまな環境で堆積した中

生界が分布し，それぞれから特徴的な化石群を産出する．上部三畳系カー

ニアン階に対比される美祢層群は，海成相と非海成相の繰り返しよりなり，

非海成相の桃ノ木層中には豊富な植物化石群や日本最古の昆虫化石群が含

まれている．田部断層をまたいで南北に分布する中・下部ジュラ系・豊浦

層群のうち，黒色葉理泥岩よりなる西中山層からは，プリンスバキアン階

～トアルシアン階を特徴づけるアンモノイド化石群が産出する．本巡検で

は，まず美祢市歴史民俗資料館に保管されている美祢層群産化石コレクショ

ンを見学する．そして美祢市から下関市まで山口県西部を移動しながら山

口県を代表する中生代化石産地である美祢層群と豊浦層群の岩相や化石の

保存・産状を観察する．
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見学コース

8：00湯田温泉駅集合→美祢市歴史民俗資料館→美祢市桃ノ木周辺→山口県下関市豊田町周辺

見学地点

Stop 1 （34°9′57″N, 131°12′26″E）　美祢市歴史民俗資料館（美祢層群産植物化石・昆虫化石コレクション）
Stop 2 美祢層群桃ノ木層（非海成相の岩相，植物化石の産状）＊

Stop 3 豊浦層群西中山層（黒色葉理泥岩の岩相，海生化石の産状）＊

巡検案内書

註＊： 地権者・土地管理者からの強い要請により，誌上では見学地点および露頭
写真を表示しない．なお，地権者・土地管理者のご厚意により，巡検当日

の露頭への立入は許可される見込みである．
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は じ め に

西南日本内帯に位置する山口県には，上部三畳系美祢層

群，厚保層群，下部～中部ジュラ系豊浦層群，最上部ジュラ

系～下部白亜系の豊西層群，および白亜系関門層群など，中

生代各時代のさまざまな環境で堆積した地層が分布している

（Hase, 1960; 市川, 1967; 佐藤, 1967）．これら中生界は，
層序が比較的良く保存され，海成相および非海成相からそれ

ぞれ特徴的な化石を産出するため，19世紀より注目を集め
てきた．Yokoyama（1891）や井上（1896）は，当時すでに知
られていた硯石統から美祢層群と豊浦層群を分離した（長谷, 
1950）．その後，美祢層群については片山（1939）や長谷
（1950）などの研究により，豊浦層群については小林（1931），
鳥山（1938）などの研究により層序学的な基礎が確立された
（Matsumoto, 1949）．これらの研究の蓄積をもとに，さら
に精細な層序対比や古生物学，岩石学などさまざまな関連分

野の研究が行われて今日に至っている（松本・小野, 1947; 
Hayami, 1959, 1960; Hirano, 1971, 1973a, b; Fujiyama, 
1974; 高橋・三上, 1975; 亀高, 1999; Yamada and Ohno, 
2005; Nakada and Matsuoka, 2008，2011; 河村, 2010）．
その結果，美祢層群産の昆虫化石群（Fujiyama, 1973, 
1991; Ueda, 1991; Oyama and Maeda, in press）や豊浦層
群産のカメ類化石（Hasegawa et al., 1998）など，日本最古
の化石記録が見いだされている．また，豊浦層群西中山層

は，ジュラ紀前期の汎世界的な海洋無酸素事変の影響下で堆

積したことが明らかになってきた（Izumi et al., 2012）．
この巡検では，美祢市歴史民俗資料館収蔵の化石コレク

ション見学を皮切りに，美祢層群の植物化石群や日本最古の

昆虫化石群を産する桃ノ木層の露頭を観察する（Fig. 1）．さ
らにジュラ系豊浦層群に場所を移し，西中山層の黒色葉理泥

岩の岩相と化石群の保存・産状に焦点を当て，特にタフォノ

ミーの視点から観察することを目的とする（Figs. 2, 3）．

層 序 の 概 要

1．美祢層群（小林, 1926）
秋吉帯を構成する三畳紀の陸棚堆積物は，北から大嶺地

域，厚保地域，厚狭地域の 3つに分かれて分布する（Fig. 1; 
高橋ほか, 1965a）．これらは，かつて硯石統として一括さ
れていたが（長谷, 1950），三陽小野田市からCladophlebis 
nebbensis，Baiera paucipartitaなど 6種の特徴的な植物
化石が見いだされたことから，植物化石を産出するユニット

は上部三畳系“レーティアン階”として切り離された（Yo-
koyama, 1891）．これを皮切りに，三畳系の分布が次々と
明らかとなり（井上, 1896; 鈴木, 1904, 1906），大嶺地域（＝
美祢市周辺 ; Fig. 1）でも“レーティアン階”に対比される地
層が見いだされた（小倉, 1922）．さらに，Kobayashi（1926）
は，無煙炭採掘を行っていた大嶺炭田の地層を“the Mine 
Formation（美祢統）”と呼び，これらを「下部」と「上部」に二
分した．その後，片山（1939）は，大嶺地域の三畳系を下部
から平

ひら

原
ばら

層・桃ノ木層・麻生層の 3層に区分し，三角貝
Minetrigoniaの産出から平原層をカーニアン階，麻生層を

カーニアン階～ノーリアン階もしくはレーティアン階に対比

した．それ以降，より細かい層序区分について様々な議論が

なされている（片山, 1939; 長谷, 1950, 1951; 徳山, 1958b; 
松井ほか, 1960; 坂本, 1969; 高橋・三上, 1975; 富田ほか, 
1997; 亀高, 1999; Fig. 1）．
一方，山口県の三畳系は，他にも厚

あ

保
つ

地域の本郷層，熊倉

層を含む厚保層群，そして厚
あ

狭
さ

地域の平松層，井手上層，中

塚層，山野井層，鴨
かも

庄
しろ

層を含む美祢層群がある（市川, 
1967）．かつて平松層と井手上層は津布田層群に，中塚層，
山野井層，鴨庄層は埴生層群に含められていたが（長谷, 
1950, 1951; 高橋・三上, 1975），いずれも美祢層群とは同
時異相関係にあるとされた（Tokuyama, 1962）．その後の
研究では，津布田層群と埴生層群は美祢層群に統合されてい

る（ 高橋, 1987; 君 波・ 鈴木, 2009 な ど ）． 本 稿 で は
Tokuyama（1962）の層序区分を踏襲し，厚狭地域の平松層，
井手上層，中塚層，山野井層，鴨庄層を美祢層群に含める．

美祢層群はペルム系常森層群を傾斜不整合で覆う一方，上位

の層序関係は不明である（高橋・三上, 1975; 亀高, 1999）．
美祢層群は，下部から平原層，桃ノ木層，麻生層に区分さ

れている（Fig. 1）．桃ノ木層を「桃木層」と表記する文献（例
えば，長谷, 1950, 1951; 高橋・三上, 1975; 亀高 1999）も
多いが，本稿では片山（1939）の原記載および国土地理院の
地名表記に従い「桃ノ木層」と綴る．

（1）平原層（片山, 1939）　美祢層群下部を構成する平原層
は，ペルム系常森層群を傾斜不整合で覆い，上位の桃ノ木層

に軽微な平行不整合（ハイエイタス ?）で覆われる．本層は岩
相の側方変化が非常に大きく，場所により層厚が約 200 m
～1,000 mと異なる（長谷, 1950; 高橋・三上, 1975; 亀高, 
1999）．本層はおもに礫岩・砂岩・泥岩よりなり，しばしば
石炭層が挟まれる．礫岩はおもに砂岩・頁岩・チャート等の

堆積岩礫で構成され，下部には石灰岩礫岩も含まれる．全体

として上方細粒化を示す堆積サイクルを示し（徳山, 1958b），
南ないしは南東に開いた海湾であったと推定されている（徳

山, 1958a）．
平原層からは，海棲二枚貝の Anadontophora，Minetri-

gonia，Halobia，腕足類のRhynchonellaや Sakawairhyn-
chia，植物化石，魚類，水棲爬虫類の歯牙化石，アンモノイ
ド，昆虫化石が産出する（長谷川・太田, 1975; 高橋・三上, 
1975; Tokuyama, 1960; 石橋ほか, 1990; 上野ほか, 1996; 
高橋ほか, 1997）．これらの化石から，平原層はカーニアン
階下部に対比される（長谷, 1951; 石橋ほか, 1990）．
（2）桃ノ木層（片山, 1939）　桃ノ木層は，下位の平原層を軽
微な平行不整合で覆い，上位の麻生層に整合で覆われる（長

谷, 1950; 徳山, 1958b）．桃ノ木層は平原層に比べると分布
が広く（Fig. 1），層厚は約 1,000 mである（長谷, 1950; 高
橋・三上, 1975; 亀高, 1999）．本層は，礫岩・砂岩・泥岩・
石炭層からなる非海成相で，全体として上方細粒化を示す

（坂本, 1969; 亀高, 1999）．かつて無煙炭が採掘された大嶺
炭田の主要夾炭層は本層に含まれる（富田ほか, 1997）．桃ノ
木層の礫岩には，堆積岩のほかに火山岩礫が多く含まれる一

方，石灰岩礫はほとんど見られない（村上ほか, 1977; 村上・



地質雑　125（ 8 ） 山口県西部に分布する三畳系美祢層群とジュラ系豊浦層群の層序と化石群 587

今岡, 1980, 1982; 亀高, 1999）．この礫種の違いは，フィー
ルドで平原層と桃ノ木層を見分ける際の鍵となる．桃ノ木層

の大部分は，デルタないしは湖成堆積物と考えられており，

斜交層理により北北東から堆積物が供給されたと推定されて

いる（徳山, 1958a; 亀高, 1999）．
桃ノ木層の泥岩層や砂岩層からは，植物化石 Clado-

phlebis（Fig. 3A），Neocalamites，Baiera，Dictyophyl-
lumや魚類化石（高橋・三上, 1975; 上野ほか, 1996; 内藤, 
2000），また，これまでに 14目（コウチュウ目：Fig. 3C，
ゴキブリ目：Fig. 3B，カメムシ目，バッタ目，ハチ目，ト
ンボ目など）にまたがる 6,000点以上の昆虫化石が発見され
ている（Fujiyama, 1973, 1974, 1991; Ueda, 1991; Oya-
ma and Maeda, in press）．本層は中部カーニアン階に対比
されている（長谷, 1951）．
（3）麻生層（片山, 1939）　麻生層は，向斜構造をなして分布
する美祢層群の軸部に位置し，下位の桃ノ木層を整合で覆

い，上限は不明である（高橋・三上, 1975; 亀高, 1999）．層

厚は 1,500 m以上と見積もられる（君波・鈴木, 2009; 亀高, 
1999）．本層は，砂岩・泥岩層を主体とする浅海成の地層で
（徳山, 1958a, b），下位の平原層や桃ノ木層と異なり礫岩層
をあまり挟まない一方，桃ノ木層に次いで重要な夾炭層が挟

まれる（富田ほか, 1997）．
麻生層からは，二枚貝 Anadontophora，Lima，植物化
石 Nilssonia，Equisetites，魚類化石の産出が報告されて
おり（高橋・三上, 1975; 上野ほか, 1996; 内藤, 2000），カー
ニアン階中部に対比される（長谷, 1951）．
2．豊浦層群（Kobayashi, 1926）
豊浦層群は，山口県下関市を中心に北東–南西方向に帯状
に分布する下部～中部ジュラ系の海成層である（Fig. 2; 佐
藤, 1967）．本層群は，北西–南東方向に走る田部断層によ
り北部地域と南部地域の 2地域に分けられ，それぞれ岩相
や産出化石に相違が認められるとされてきた（小林, 1931; 
鳥山, 1938; 高橋ほか, 1965b; Hirano, 1973a, b）．しかし
最近の研究により，田部断層を挟んだ従来の層序対比に誤り

Fig. 1. Geological map of the Omine, Atsu, and Asa regions, Yama-
guchi Prefecture, showing the distribution of Triassic deposits. Fig-
ure compiled from Takahashi and Mikami (1975; p. 95) with the 
permission of the Yamaguchi Prefectural Museum.
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があり，層序や堆積環境についてのこれまでの解釈が一新さ

れつつある（Yamada and Ohno, 2005; 後述）．本稿では，
古典的なセクションがある北部地域を中心に説明する．南部

地域の地質や層序については，Yamada and Ohno（2005）
を参照されたい．

本層群は，ジュラ系アンモノイド化石の産地として古くか

ら知られ（井上, 1896; Yokoyama, 1904），下位から東長野
層・西中山層・歌野層・七見層に区分された（Kobayashi, 
1926）．その後，東長野層・西中山層・歌野層に統合され，
岩相層序の基本が確立した（小林, 1931; 鳥山, 1938）．さら

に田部断層を境に北部地域と南部地域に分けられ，地質や岩

相層序，動植物化石の研究が進められた（Oishi, 1933, 
1940; 高橋ほか, 1965b; 高橋・三上, 1975）．また北部地域
の西中山層を中心にアンモノイド化石層序が明らかにされて

きた（松本・小野, 1947; Hirano, 1971, 1973a, b; 棚部・平
野, 1987; Nakada and Matsuoka, 2008, 2011）．
他方，西中山層の黒色葉理泥岩から豊富に産するアンモノ

イド化石の保存・産状に関する研究も行われている（Shika-
ma and Hirano, 1970; Tanabe et al., 1984; Takeda and 
Tanabe, 2015）．

Fig. 2. Geological map of the Tabe Fault region, Yamaguchi Prefecture, showing the distribution of the Jurassic Toyora 
Group. Figure compiled from Tanabe and Hirano (1987; p. 44) and Yamada and Ohno (2005; p. 393) with the permission of 
the Kyoritsu Shuppan Company and Geological Society of Japan, respectively.



地質雑　125（ 8 ） 山口県西部に分布する三畳系美祢層群とジュラ系豊浦層群の層序と化石群 589

豊浦層群は，下部から東長野層・西中山層・歌野層に分け

られる．

（1）東長野層（Kobayashi, 1926）　三郡変成岩類およびペ
ルム系豊東層群を不整合で覆い，ハンモック状斜交層理砂岩

（HCS砂岩）を主体とする海進期の浅海成堆積物（Hirano, 
1971; Yamada and Ohno, 2005）で，上位の西中山層に整
合で覆われる．北部地域に分布する東長野層は層厚約 400 
mで，基底部は礫岩や砂岩よりなる一方，上部では泥岩が
多く挟まれるなど上方細粒化を示す（Hirano, 1971; 高橋・
三上, 1975）．基底部の礫岩には結晶片岩礫が多く，これに
花崗岩，泥岩，チャートなどの礫も伴う（Yu, 1983）．
本 層 は 二 枚 貝 の Nuculana，Modiolus，Cardinia，

Oxytomaや巻貝類を豊富に含み，アンモノイドの Arietites 
sp., Amaltheus sp.や植物化石，サンゴChomatoceris cy-
clolitoidesが産出する（Yabe and Eguchi, 1933; Hayami, 
1959, 1960; Hirano, 1971, 1973a, b）．これらの化石から，
シネムリアン階～プリンスバキアン階上部に対比されてい

る．

（2）西中山層（Kobayashi, 1926）　西中山層は下位の東長
野層を整合で覆う黒色葉理泥岩を主体とする地層で，上位の

歌野層に整合で覆われる．北部地域に分布する西中山層は層

厚約 250 mで，以前から貧酸素環境下での堆積が示唆され
てきた（Shikama and Hirano, 1970; 棚部ほか, 1982; Ta-
nabe et al., 1984）．近年は局地的な水塊の停滞ではなく，
汎世界的なジュラ紀前期の海洋無酸素事変の影響下で堆積し

たと考えられるようになった（Izumi et al., 2012）．
西中山層からはアンモノイド化石を多産する（Fig. 3D-

3G）．Hirano（1971, 1973a, b）および平野（1975）は，下位
か ら Fontanelliceras fontanellense 帯，Protogrammoc-
eras nipponicum帯，Dactylioceras helianthoides帯の 3
化石帯を，またNakada and Matsuoka（2008, 2011）およ
び中田（2014）は，下位より Canavaria japonica帯，Pal-
tarpites paltus帯，Dacylioceras helianthoides帯，Har-
poceras inouyei帯の 4化石帯を認定している．これらの化
石により，西中山層はプリンスバキアン階上部～トアルシア

ン階に対比されている．また本層からは，カメ類，ワニ類，

ゴキブリ目の上翅，魚類，植物化石（Fujiyama, 1974; 高橋・
三上, 1975; Hasegawa et al., 1998; Manabe and Hasega-
wa, 1998; Nakada and Matsuoka, 2012）などが報告され
ている．

（3）歌野層（Kobayashi, 1926）　下位の西中山層を整合で
覆い，関門層群（北部地域）や豊西層群（南部地域）に不整合で

覆われる．生物擾乱を受けた海成の泥質砂岩やタービダイト

性の砂岩泥岩互層を主体とする．下位の西中山層より砂岩の

挟みが多く，南部地域では一部が陸化すると考えられたため

（高橋ほか, 1965b; 後述），かつては歌野層は海退期の堆積
物（Hirano, 1971, p.97, l.16–17）と解釈された．しかし，
むしろ豊浦層群全体を通して上方深海化するという新解釈が

有力になった（Yamada and Ohno, 2005, p.400; 後述）．歌
野層は，上位ユニットによって削剥されているため，場所に

より層厚が 400～1100 m以上と変化する（Hirano, 1971）．

本層からは，アンモノイドHolcophylloceras sp., Pseu-
dolioceras sp., Phymatoceras sp.や二枚貝 Inoceramus 
utanoensisを産出することからトアルシアン階～バトニア
ン階（Hirano, 1971, 1973b; 平野, 1975）あるいはトアルシ
アン階～カロビアン階（Nakada and Matsuoka, 2011）に対
比されている．他方，南部地域の“歌野層”は，植物化石を産

する非海成相であるとされているが（高橋・三上, 1975），植
物化石の産出層準は，豊浦層群を不整合に覆う豊西層群清末

層中の中尾シルト岩部層であることが明らかになった（Ya-
mada and Ohno, 2005; 後述）．
（4）豊浦層群の層序対比と古地理　豊浦層群の堆積当時の古
地理は，これまで「南西に浅い内湾ないし陸が位置し，北に

向かって公海が広がり，より深くなる」と推定されてきた（小

林, 1931; 鳥山, 1938; Matsumoto, 1949; 高橋ほか, 1965b）．
その根拠とされたのは，1）田部断層の南側では，“東長野層”
と“西中山層”の間に部分不整合が見られる一方，北側では両

者が整合一連であること（小林, 1931; 鳥山, 1938）; 2）田部
断層の南側では，“歌野層”が陸成層となり植物化石を多産す

る一方，北側の歌野層は海成層であること（前述 ; 高橋ほか, 
1965b），以上の 2点である．
しかし最近，Yamada and Ohno（2005, p.391, Fig. 2; 

p.398–400）は，田部断層を挟んだこれまでの南北の層序対
比が，ボタンを掛け違えたようにずれていると指摘した．す

なわち，従来，南部地域で陸成の“歌野層”とされた地層は，

実は上位の豊西層群清末層下部であり，含まれる植物化石も

清末植物群（Oishi, 1933; Oishi, 1940）にほかならない．ま
た，従来，“西中山層上部”とされてきた海成層こそが南部地

域における東長野層の本体であり，“西中山層”と“東長野層”

の間にあるとされた“部分不整合”は，豊浦層群と上位の豊西

層群の間の不整合であることがわかった（Yamada and 
Ohno, 2005, p.391, Fig. 2）．もしそうであれば，南部地域
の層序対比については，Oishi（1933, 1940）の研究が正鵠を
射ていたことになる．他方，河村（2010）は，田部断層南側
の植物化石層は豊浦層群の最上部に挟まれるという従来説に

近い解釈を示し，その部分のユニット名として阿内層を提唱

している．なお，“豊浦層群”中のアンモノイド化石と植物化

石の時代的矛盾は，当時から認識されていた（鳥山, 1938, p. 
256）．
一方，東長野層中に見られるHCS砂岩に着目すると，南
部地域では個々のHCS単層が容易に識別できるのに対し，
北に向かうにつれて複数のHCS単層が癒合し，厚さ数十m
単位の厚い砂岩ユニットに変化することがわかった．このよ

うなHCS砂岩の癒合は，より浅い海岸方向への岩相変化を
示す特徴である（Cheel and Lekie, 1993; Yamada and 
Ohno, 2005, p.400）．
この従来とは異なる古地理の解釈は，実は化石の産状から

も裏づけられる．例えば，北部の東長野層中からは浅海性の

二枚貝類が数多く報告されているが（Hayami, 1959, 
1960），南部の東長野層では稀である．また，田部断層以北
の西中山層からは，多量の植物片とともに直径 3 cm未満の
アンモノイドの幼年殻（Fig. 3F, 3G）が産出する．一方，田
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Fig. 3. Fossils from the (A–C) Upper Triassic Momonoki Formation and (D–G) Lower Jurassic Nishinakayama Formation. 
A: Cladophlebis sp. from Momonoki. B: Blattodea fam., gen. et sp. indet. (cockroach); C: Coleoptera fam., gen. et sp. in-
det. (beetle) from Momonoki. D: Adult Fuciniceras nakayamense (Matsumoto) from Oka to the south of the Tabe Fault. E: 
Cleviceras sp. collected by Sakura Inoue (Horipro Inc.) from Ishimachi to the north of the Tabe Fault. F: Immature Dactyli-
oceras sp.; G: Immature Cleviceras sp. from Ishimachi to the north of the Tabe Fault. All specimens illustrated here are 
housed in the Kyushu University Museum. White scale-bar = 10 mm long; black scale-bar = 2 mm long.
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部断層以南の西中山層では，植物片やアンモノイドの幼年殻

は少なく，直径 10 cm以上に達する成年殻（Fig. 3D）や亜
成年殻のみが散在的に産出する傾向があり，南側の西中山層

の方がより沖合の環境を表しているようにみえる．同様の産

状変化は，白亜系蝦夷層群などでも観察できる（松本・岡田, 
1973; 小畠ほか, 1973; Tanabe et al., 1978; Tanabe, 1979; 
二上ほか, 1980; Maeda et al., 2003; 筆者らの未公表デー
タ）．今後，「豊浦層群の堆積盆は北から南に向かってより沖

合の環境へ変化し，同時に豊浦層群の層序全体を通して上方

に深海化する」という新しいシナリオ（Yamada and Ohno, 
2005, p.400）を検証してゆく必要がある．

見学地点の説明

この巡検では，まず午前中に山口県美祢市の美祢市歴史民

俗資料館の化石コレクションを観察し，同市大嶺町で三畳系

美祢層群を観察する．つづいて山口県下関市菊川町に移動し

てジュラ系豊浦層群を観察する．

Stop 1　美祢市歴史民俗資料館
［地形図］1：25,000　「於福」
［位　置］34°9′57″N, 131°12′26″E
［説　明］美祢市歴史民俗資料館は，美祢市を中心とした地域

の化石資料と民俗資料を収蔵・展示する施設として 1980年
1月にオープンした．展示の柱となったのは，アマチュア研
究者として著名な故・岡藤五郎（元・山口県立大嶺高校教諭, 
1978年 7月 20日逝去）が約 30年にわたって収集した化石
標本約 10万点である．
これらのうち特に石炭系～ペルム系秋吉石灰岩層群の化石

群，三畳系美祢層群産の植物化石（高橋・岡藤, 1963, 
1967a, 1967b, 1968, 1970など）や昆虫化石，古第三系漸
新統の日置層群黄波戸層（長門市）や片倉層（宇部市）の化石

群，および秋吉石灰岩台地の裂
れっ

罅
か

堆積物（第四紀更新世中期

～後期）から産出した脊椎動物化石は，美祢歴史民俗資料館

ならではの特色あるコレクションであり，それらを中心に観

察する．なお別館として 1995年 5月に開館した「美祢市化
石館」は，歴史民俗資料館に展示しきれない大型標本（母岩付

きの植物化石，秋吉石灰岩塊など）や，脊椎動物化石，アン

モノイド，昆虫化石等を収蔵・展示している．

Stop 2　美祢層群桃ノ木層の露頭（美祢市桃ノ木付近）
［地形図］1：25,000　「於福」
［位　置］誌上では表示しない（本誌 p.585の註＊を参照）．

［説　明］桃ノ木層では，かって無煙炭の採掘が行われてい

た．本露頭は，大嶺炭田の一部であった奥畑の旧露天掘り跡

を再整備したもので，美祢市歴史民俗資料館に申し込めば誰

でも化石採集を体験できる場所として 2006年 5月に開設さ
れた．近年，本露頭より東アジアでは初となる単弓類異歯亜

目のディキノドン類化石が発見された（陣内ほか, 2018）．
2019年現在，その発掘調査のため一般には非公開となって
いる．

本露頭は，厚さ約 20 m・幅約 40 m北東南西方向に延び
る連続露頭であり，河川成の砂岩層と泥岩層の繰り返しより

なる．下位から上位に向かって，曲流する河川でポイント

バーが形成される環境から，堤防決壊堆積物が頻繁に堆積す

るような氾濫原環境へ漸移する層序を示すと解釈される（湯

川ほか, 2014, 2015）．
砂岩層および淘汰の悪い泥質砂岩層からは，Clado-

phlebis，Podozamites，Nagatostrobusなどの植物化石を
産出する．他方，砂岩層に挟まれる黒色泥岩からは，ゴキブ

リ目の上翅やコウチュウ目の上翅化石（Fig. 3B, 3C）が希に
産出する．

Stop 3　豊浦層群西中山層の露頭
［地形図］1：25,000　「西市」，「田部」
［位　置］誌上では表示しない（本誌 p.585の註＊を参照）．

2019年現在，本地域での化石採集は原則として禁止されて
いる．今回，地権者・土地管理者の特別なご厚意により露頭

への立ち入りと観察が許された．

［説　明］プリンスバキアン階上部～トアルシアン階に対比さ

れる西中山層の黒色泥岩の露頭である．当時，汎世界的に発

達した貧酸素環境の海底で堆積したため，底生動物による生

物擾乱を受けておらず，平行葉理が極めて良く保存されてい

る．

Dactylioceras（Fig. 3F） や，Cleviceras（Fig. 3G），
Harpocerasなどヒルドセラス上科のアンモノイドの幼年殻
（殻の直径＜3 cm）が，数多くの植物片と一緒に層理面と平
行な姿勢で埋没している．続成の過程で殻は圧密を受けて上

下方向に扁平に潰れ，殻物質自体は溶解されて残っていな

い．一般に堆積下面の方が保存が良く，一部の成年殻では縫

合線の一部も識別できる（Fig. 3E; タレントの井上咲楽氏
［ホリプロ©］がNHK番組の現地収録中に採集した標本）．
その一方，“半面保存”（half-ammonite; 湊, 1973; Tanabe 
et al., 1984）は，実は西中山層の化石では稀である（Shika-
ma and Hirano, 1970; Maeda, 1987; Maeda and Sei-
lacher, 1996）．また，よく観察すると同一個体でも住房と
気房で圧密の度合いや保存の特徴が異なっており，そこから

化石化過程を復元するヒントが得られる（Fig. 3F, 3G）．ま
た，流木やアンモノイドの死殻に付着していた擬浮遊生の二

枚貝 Pseudomytiloidesも産出する．
これらの岩相の特徴や化石群の保存・産状は，同時期に堆

積したドイツ南部ホルツマーデンの“ポシドニア頁岩”

（Posidonienschiefer; Kauffman, 1978）と酷似しており，
当時の汎世界的な貧酸素環境（anoxia）の広がりをうかがい
知ることができる．
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